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中 野 区 教 育 振 興 会 会 報 第214号令和6年7月1日中 野 区 教 育 振 興 会 会 報令和6年7月1日 23 第214号

　
第
11
回
中
野
区
検
定
の
実
施
の
あ
ら
ま

し
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

日

　
　時
　
11
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時

会

　
　場  

中
野
区
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
中
野
区
中
野
２―

13―

14

受
験
資
格
　
中
野
区
に
関
心
の
あ
る
方

受
験
料
　
一
般
　
　
　
１
，５
０
０
円

　
　
　
　
　
学
生
　
　
　
１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
小
・
中
学
生
　
　
５
０
０
円

出

　
　題
　
４
者
択
一
方
式
　
　

　
　
　
　
　
一
般
　
　
　
　
　
　
　
50
題

出
題
範
囲
　

　「
わ
た
し
の
便
利
帳
」「
な
か
の
区
報
」

「
中
野
区
の
史
跡
」
「
な
か
の
史
跡
ガ
イ

ド
」
「
な
か
の
よ
り
み
ち
ナ
ビ
」
「
中
野

散
歩
帳
」
「
歩
楽
人
」
そ
の
他
か
ら
出
題

応
募
期
間
　
10
月
１
日
〜
11
月
15
日

認
定
基
準
及
び
結
果
発
表

　
一
般
の
成
績
上
位
者
（
概
ね
１
割
の

方
）
に
「
も
の
し
り
博
士
号
」
を
授
与
。

結
果
発
表
は
12
月
中
旬
。

※

詳
し
く
は
７
月
以
降
に
チ
ラ
シ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
会
報
10
月
号
な
ど
で
お
知
せ

し
ま
す
。

　
　

【
令
和
５
年
11
月
26
日
（
日
）
実
施
】

１
．
東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
経
過
し
た

２
０
２
３
年
３
月
11
日
、
福
島
か
ら
関
東

地
方
へ
避
難
し
て
来
た
方
々
が
現
在
も
２

万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
東
京
都
は
避
難

者
の
孤
立
を
避
け
る
た
め
各
地
の
住
民
や

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
個
別
訪
問
や

交
流
サ
ロ
ン
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
中

野
区
の
都
営
住
宅
等
で
も
地
域
住
民
や
自

治
会
・
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
に
交
流

サ
ロ
ン
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
中
野
の
交
流
拠
点
　
避
難
者
を
支
え

る
』
と
東
京
新
聞
で
具
体
的
に
報
道
さ
れ

た
の
は
ど
こ
で
す
か
。

　
　
ア   

鷺
宮
地
区
都
営
住
宅

　
　
イ
　
江
古
田
地
区
都
営
住
宅

　
　
ウ   

南
台
地
区
都
営
住
宅

　
　
エ   

上
鷺
宮
地
区
都
営
住
宅

２
．
令
和
５(

２
０
２
３)

年
３
月
28
日
、

71
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
坂
本
龍
一
氏
は

音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
イ
エ
ロ
ー
・
マ
ジ
ッ

※

新
た
な
評
議
員

　
評
議
員
　
　
諸
橋
　
隆
男

　
評
議
員
　
　
山
崎
　
義
弘

　
評
議
員
　
　
高
須
　
英
和

ク
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ（
Ｙ
Ｍ
Ｏ
）」
で
一
世

を
風
靡
（
ふ
う
び
）
し
た
方
で
す
。
映
画

「
戦
場
の
メ
リ
ー
　
ク
リ
ス
マ
ス
」
に
出

演
、
音
楽
も
担
当
、
映
画
「
ラ
ス
ト
エ
ン

ペ
ラ
ー
」
の
音
楽
で
は
米
ア
カ
デ
ミ
ー
作

曲
賞
、
グ
ラ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

３
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
、
10
歳
か
ら
作
曲
を

学
び
、１
９
７
４
年
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学

部
作
曲
科
を
卒
業
、１
９
７
６
年
同
大
学
院

音
響
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。世
界
的
音

楽
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
脱
原
発
」
、

「
神
宮
再
開
発
反
対
」
等
、
環
境
問
題
等

に
も
積
極
的
に
行
動
し
た
方
で
す
。
坂
本

龍
一
氏
は
１
９
５
２
年
中
野
区
生
ま
れ
で

す
が
、
生
家
は
ど
の
あ
た
り
で
し
た
か
。

　
　
ア 

早
稲
田
通
り
と
中
野
通
り
が
交

　
　
　
　
わ
る
あ
た
り 

　

　
　
イ 

大
久
保
通
り
と
中
野
通
り
が
交

　
　
　
　
わ
る
あ
た
り

　
　
ウ 

青
梅
街
道
と
中
野
通
り
が
交
わ

　
　
　
　
る
あ
た
り
　 

　

　
　
エ 

方
南
通
り
と
中
野
通
り
が
交
わ

　
　
　
　
る
あ
た
り
　
　
　
　

３
．
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
12
月
か

ら
昭
和
41
（
１
９
６
６
）
年
12
月
ま
で

中
野
本
町
通
り
５
丁
目
25
番
地
（
現
本

町
６-

16
）
に
住
み
、
土
蔵
に
こ
も
っ
て

熱
心
に
執
筆
し
て
い
る
姿
を
、
窓
か
ら
よ

く
見
か
け
ら
れ
て
い
た
作
家
が
い
ま
し
た
。

昭
和
38
（
１
９
６
３
）
年
「
夏
の
終
わ

り
」
で
文
学
賞
を
受
賞
し
、
文
学
的
地
位

を
確
立
し
た
作
家
と
は
ど
な
た
で
す
か
。

　
　
ア
　
壺
井
栄
　
　

　
　
イ
　
川
端
康
成
　
　
　

　
　
ウ
　
瀬
戸
内
晴
美
　

　
　
エ
　
太
宰
治

４
．
中
野
区
は
武
蔵
野
台
地
の
一
角
に
位

置
し
、
地
下
水
脈
に
富
み
、
数
本
の
河
川

が
流
れ
て
い
ま
す
の
で
、
高
低
差
多
く
、

あ
ち
こ
ち
に
坂
が
あ
り
ま
す
。
中
野
区
を

代
表
す
る
よ
う
な
名
称
の
「
中
野
坂
」
が

あ
る
の
は
、
な
ん
と
い
う
名
称
の
道
路
上

で
す
か
。

　
　
ア
　
青
梅
街
道
　

　
　
イ
　
東
中
野
本
通
り
　

　
　
ウ
　
山
手
通
り
　
　

　
　
エ
　
中
野
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
解
答
は
４
面
】

◎
中
野
区
教
育
振
興
会
教
育
事
業

　資
金
と
し
て
ご
寄
附
い
た
だ
き

　ま
し
た
。

○
Ａ
　
様
　
（
江
古
田
３
丁
目
）

　
　
　
　
　
　
３
０
０
，０
０
０
円

○
中
野
パ
ド
ル
テ
ニ
ス
連
盟
　
様

　
　
　
　
　
　
　
２
０
，０
０
０
円

○
Ｎ
　
　
様
（
中
野
６
丁
目
）

　
　
　
　
　
　
　
４
０
，０
０
０
円

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
野
区
の
ホ
シ
☆
に
な
ろ
う

第
11
回

　中
野
区
検
定

　
　
　
　
　実
施
速
報

　
中
野
区
と
い
う
環
境
に
は
、
日
頃
よ
り

本
校
生
徒
が
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
・
卒
業
生
・
教
職

員
も
含
め
て
、
中
野
の
街
に
対
す
る
愛
情

は
か
な
り
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
皆

様
が
温
か
な
心
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
お

か
げ
で
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

  

大
妻
中
野
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
部
活
動
が

盛
ん
で
す
。
生
徒
が
一
生
懸
命
に
取
り
組

む
姿
を
見
る
と
、
か
け
が
え
の
な
い
宝
物

の
よ
う
な
時
間
を
過
ご
す
彼
女
た
ち
の
幸

福
は
、
と
て
も
言
葉
で
は
表
現
し
き
れ
な

い
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
中
高
合
唱
部
は
全
国
大
会

で
も
常
に
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
実
力

校
で
も
あ
り
、
中
野
の
皆
様
に
も
常
に
熱

い
応
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
二
連
覇

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
る
こ

と
に
対
し
て
も
学
校
全
体
で
喜
び
を
共
有

し
て
い
ま
す
が
、
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い

の
は
、
彼
女
た
ち
の
目
指
す
と
こ
ろ
が

「
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
愛
さ
れ
る
団

体
と
し
て
活
動
す
る
」
で
あ
る
と
い
う
点

で
す
。
日
常
か
ら
そ
う
い
っ
た
気
持
ち
を

活
動
の
核
と
し
て
い
る
た
め
、
例
え
ば
、

彼
女
た
ち
の
発
す
る
「
感
謝
」
と
い
う
言

葉
に
は
自
然
と
深
い
気
持
ち
が
込
め
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
気
持
ち
は
、
他
の
部
活
動
、

そ
れ
以
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
根
底
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
文
化
に
共

感
で
き
る
生
徒
た
ち
を
育
て
て
こ
ら
れ
た

保
護
者
の
皆
様
に
対
し
て
も
、
私
た
ち
学

校
関
係
者
は
敬
意
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
学
校
の
様
子
を
お
話

し
た
の
は
、
未
来
に
向
け
て
「
学
校
」
は

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
最
近
考
え
る
か

ら
で
す
。

　
公
立
も
私
立
も
、
学
校
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
文
化
が
あ
り
、
そ
の
文
化
を
育
む
日
常

生
活
か
ら
「
希
望
」
や
「
夢
」、
「
課
題
」

「
提
言
」
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
そ
れ
ら

を
も
っ
と
外
に
向
け
て
発
し
て
い
く
責
任

が
あ
る
と
考
え
る
の
で
す
。

　
今
も
昔
も
「
学
校
」
は
そ
の
時
の
社
会

を
映
し
出
す
縮
図
の
よ
う
な
場
所
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
は
、
一
つ
の

学
校
の
中
に
社
会
全
体
の
縮
図
が
あ
る
の

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
、
社
会

の
あ
る
一
面
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
て
、
も

し
、
そ
の
報
告
の
総
体
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
な
ら
、
き
っ
と
、
現
代
社
会
の
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様
性
）
が
目
に
見
え
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
で
す
、
現
代
社
会
の
良
い
点
も
課

題
も
オ
ー
プ
ン
に
な
る
と
い
う
提
案
で
す
。

　
今
、
「
学
校
」
に
は
多
く
の
責
任
が
あ

り
そ
の
責
任
を
全
う
す
る
こ
と
が
要
求
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
あ
る
意
味
、
現
在
社

会
か
ら
要
請
さ
れ
る
責
任
を
果
た
す
と
い

う
「
内
な
る
仕
事
」
だ
け
で
な
く
、
そ
こ

か
ら
生
ま
れ
て
く
る
「
幸
福
」
「
明
る
い

未
来
」
そ
し
て
「
課
題
」
を
外
部
と
共
有

す
る
こ
と
で
、
社
会
全
体
の
課
題
で
あ
る

こ
と
が
認
識
さ
れ
る
と
、
学
校
が
も
っ
と

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
活
動
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
そ
れ
が
う
ま
く
機
能
す
れ
ば
、

時
に
内
部
で
完
結
し
て
し
ま
う
学
習
活
動

の
素
晴
ら
し
さ
が
、
社
会
と
共
有
さ
れ
て
、

「
共
存
」
で
き
る
部
分
が
増
え
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
物
事
を
変
え
る
時
に
は
大
き
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
で
す
。
し
か
し
大
き
な
う
ね

り
と
共
に
変
化
す
る
未
来
社
会
を
担
う
若

者
の
学
習
環
境
を
良
く
し
て
い
く
た
め
に

も
、
こ
れ
ら
の
点
が
少
し
で
も
実
現
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
大
妻
中
野
中
学
校
・
高
等

学
校
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
大
妻
中
野
か
ら

　
　
　
　
　考
え
る
「
学
校
」
の
未
来
」

大
妻
中
野
中
学
校
・
高
等
学
校

　校
長

　諸
橋
隆
男

　
令
和
６
年
３
月
28
日
19
名
の
参
加
者
で

実
施
ま
し
た
。
最
初
の
見
学
場
所
の
源
通

寺
は
、
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
一
寺
、
創
建

は
１
６
１
０
年
、
山
門
を
通
る
と
、
正
面

に
本
堂
が
あ
り
ま
す
。
墓
地
に
は
江
戸
〜

明
治
時
代
に
か
け
て
の
歌
舞
伎
・
狂
言
作

者
河
竹
黙
阿
弥
（
本
名
は
吉
村 

芳
三
郎

よ
し
む
ら 

よ
し
さ
ぶ
ろ
）
の
墓
が
あ
り

ま
す
。
歌
舞
伎
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
『
三
人
吉
三
廓
初
買
』
（
さ
ん
に
ん
き

ち
さ 

く
る
わ
の 

は
つ
が
い
）
と
『
青
砥

稿
花
紅
彩
画
』
（
あ
お
と
ぞ
う
し 

は
な

の 

に
し
き
え
）
の
白
波
五
人
男
な
ど
の

作
者
で
す
。

　
次
に
、
高
徳
寺
は
、
真
宗
大
谷
派
に
属

し
、
開
基
は
釋
了
智
（
し
ゃ
く
り
ょ
う

ち
）
で
す
。
こ
の
お
寺
に
は
、
新
井
白
石

夫
妻
と
一
門
の
墓
そ
し
て
美
容
家
・
山
野

愛
子
、
明
治
時
代
の
女
性
記
者
・
磯
村
春

子
（（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
ね
駒
の
モ
デ
ル
）、
芸
能

界
で
は
沢
村
国
太
郎
、
長
門
裕
之
、
南
田

令
和
５
年
度
の
区
内
史
跡
め
ぐ
り

　
　
「
上
高
田
寺
町
周
辺
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
し
た

第
10
回
中
野
区
検
定
問
題
（
抜
粋
）

2024/6/19--7校


